
(57)【要約】

【課題】物を置いたときに人が着座したと誤判定するこ

との無い在席検出装置を提供する。

【解決手段】座席４の背面４  ａに振動検出手段１を配

設して座席４上の人の有無を判定するので、物が座面４

に置かれたときの振動で人が在席であると誤判定するこ

とが無い在席検出装置を提供できる。また、この在席検

出装置をエアバッグ付きの自動車に搭載してエアバッグ

の制御を行う場合、人が不在であったり、正規でない座

り方をしている場合に、エアバッグの動作を不許可にす

るシステムを実現できる。
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(2) 特開平９－１２７２５８

【特許請求の範囲】

【請求項１】  座席の背面に設けられた振動検出手段

と、前記振動検出手段の出力信号を処理する信号処理手

段と、前記信号処理手段の出力から前記座席上の人の有

無を判定する判定手段とを備えたことを特徴とする在席

検出装置。

【請求項２】  判定手段は、信号処理手段の出力が、予

め決められた着座信号閾値を超えた時間が予め決められ

た着座時間閾値以上連続した場合に、人が座席に在席し

ていると判定するように構成された請求項１記載の在席

検出装置。

【請求項３】  判定手段は、信号処理手段の出力が予め

決められた離座信号閾値を下回った時間が、予め決めら

れた離座時間閾値以上連続した場合に人が座席に不在で

あると判定するように構成された請求項１記載の在席検

出装置。

【請求項４】  座席は、事故発生時に動作して前記座席

の乗員を拘束し保護する補助的乗員拘束装置付きの自動

車や飛行機等の移動装置上に設置され、判定手段が人が

在席していると判定した場合に、前記補助的乗員拘束装

置の動作を許可する信号を出力するように構成された請

求項１記載の在席検出装置。

【請求項５】  座席は、事故発生時に動作して前記座席

の乗員を拘束し保護する補助的乗員拘束装置付きの自動

車や飛行機等の移動装置上に設置され、判定手段が人が

不在であると判定した場合に、前記補助的乗員拘束装置

の動作を不許可とする信号を出力するように構成された

請求項１記載の在席検出装置。

【請求項６】  座席の座面に設けられた座面振動検出手

段と、前記座面振動検出手段の出力信号を処理する座面

信号処理手段と、前記座席の背面に設けられた背面振動

検出手段と、前記背面振動検出手段の出力信号を処理す

る背面信号処理手段と、前記座面信号処理手段の出力と

前記背面信号処理手段の出力とから前記座席上の人の有

無を判定する判定部とを備えたことを特徴とする座席検

出装置。

【請求項７】  判定部は、座面信号処理手段の出力が予

め決められた座面着座信号閾値を超え、かつ、背面信号

処理手段の出力が予め決められた背面着座信号閾値を超

えた場合、信号の持続時間にかかわらず、即座に人が前

記座席に在席していると判定するように構成された請求

項６記載の在席検出装置。

【請求項８】  判定部は、座面信号処理手段の出力信号

から座席上の人の有無を判定する座面判定手段と、背面

信号処理手段の出力信号から前記座席上の人の有無を判

定する背面判定手段とを備えるように構成された請求項

６記載の在席検出装置。

【請求項９】  判定部は、座面判定手段が人が座席に在

席していると判定し、かつ、背面判定手段が人が前記座

席に在席していると判定した場合、人が前記座席に在席

していると判定するように構成された請求項８記載の在

席検出装置。

【請求項１０】  判定部は、座面判定手段が人が座席に

在席していると判定し、かつ、背面判定手段が人が前記

座席に不在であると判定した場合、１回前の判定をその

まま継続するように構成された請求項８記載の在席検出

装置。

【請求項１１】  判定部は、座面判定手段が人が座席に

不在であると判定し、かつ、前記背面判定手段が人が前

記座席に在席していると判定した状態が、予め決められ

た異常時間閾値以上継続した場合、座面振動検出手段か

または座面信号処理手段のいずれかまたは両方が異常で

あると判定するように構成された請求項８記載の在席検

出装置。

【請求項１２】  判定部は、座面判定手段が人が座席に

不在であると判定し、かつ、背面判定手段が人が前記座

席に不在であると判定した場合、人が前記座席に不在で

あると判定するように構成された請求項８記載の在席検

出装置。

【請求項１３】  判定部は、座面判定手段が人が座席に

不在であると判定し、かつ、前記背面判定手段が人が前

記座席に在席していると判定した場合、人が前記座席に

子供用補助シートを使用して在席していると判定するよ

うに構成された請求項８記載の在席検出装置。

【請求項１４】  判定部は、座面判定手段が人が座席に

在席していると判定し、かつ、前記背面判定手段が人が

前記座席に不在であると判定した場合、人が前記座席に

正規でない座り方をして在席していると判定するように

構成された請求項８記載の在席検出装置。

【請求項１５】  座席は、事故発生時に動作して前記座

席の乗員を拘束し保護する補助的乗員拘束装置付きの自

動車や飛行機等の移動装置上に設置され、判定手段が人

が前記座席に在席していると判定した場合に、前記補助

的乗員拘束装置の動作を許可し、判定手段が人が前記座

席に不在であると判定した場合に前記補助的乗員拘束装

置の動作を不許可とする信号を出力するように構成され

たことを特徴とする請求項６記載の在席検出装置。

【請求項１６】  座席は、事故発生時に動作して前記座

席の乗員を拘束し保護する補助的乗員拘束装置付きの自

動車や飛行機等の移動装置上に設置され、判定手段が人

が前記座席に在席していると判定した場合に、前記補助

的乗員拘束装置の動作を許可する信号を出力するように

構成された請求項６記載の在席検出装置。

【請求項１７】  座席は、事故発生時に動作して前記座

席の乗員を拘束し保護する補助的乗員拘束装置付きの自

動車や飛行機等の移動装置上に設置され、判定手段が人

が前記座席に不在であると判定した場合に、前記補助的

乗員拘束装置の動作を不許可とする信号を出力するよう

に構成された請求項６記載の在席検出装置。

【請求項１８】  座席は、事故発生時に動作して前記座
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(3) 特開平９－１２７２５８

席の乗員を拘束し保護する補助的乗員拘束装置付きの自

動車や飛行機等の移動装置上に設置され、判定手段が人

が前記座席に正規でない座り方をして在席していると判

定した場合に前記補助的乗員拘束装置へ人が前記座席に

正規でない座り方をして在席していることを知らせる信

号を出力するように構成された請求項６記載の在席検出

装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、在席検出装置、と

くに、座席上の人体の有無を検出する在席検出装置に関

するもので、人が座席にいる時のみ情報通信等のサービ

スを提供するシステムや、室内の音響や空調の制御、交

通機関等での乗員把握、また、自動車の事故時に乗員を

拘束して乗員の損傷を防止するエアバッグ装置の制御等

に利用できる。

【０００２】

【従来の技術】従来、この種の在席検出装置は、例えば

図７のような構成となっていた。すなわち、１は可撓性

のある圧電素子、２は信号処理手段，３は判定手段であ

り、信号処理手段２は圧電素子１の出力信号を増幅する

増幅手段２－ａ、増幅手段２－ａの出力のある特定の周

波数成分を濾波するフィルタ２－ｂ、フィルタ２－ｂか

らの出力信号を平滑化する平滑化手段２－ｃから成って

いる。

【０００３】ここで、人体が座席４に着座すると、座席

４の座面４－ａの表布下に配設された圧電素子１が変形

を受け、圧電効果により電圧が発生する。この発生信号

には、着座時には着座の振動により一時的に大きな信号

が表れるが、人体が安静にしていると人体の心拍や呼吸

の振動による細かな体動振動が表れる。人体がいなけれ

ば、出力信号はゼロになる。座席４に物が置かれた場合

には、置かれた瞬間には一時的に大きな信号が表れる

が、物には人体のような心拍や呼吸による細かな体動は

ないので、出力信号はゼロになる。このような圧電素子

１からの出力信号は、信号処理手段２の増幅手段２－ａ

により増幅され、フィルタ２－ｂにより必要とする周波

数成分に濾波され、さらに平滑化手段２－ｃにより平滑

化されて、判定手段３により人の在、不在を判定する。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】しかし、従来の在席検

出装置では、座面上に物が置かれる時にも大きな振動が

発生し，振動検出装置から一時的に大きな信号が出力さ

れるため、人の着座時の信号との明確な区別が困難にな

る。

【０００５】また、従来の在席検出装置では、座席に子

供を座わらせる時に、子供用補助シートを用いる場合で

は、人体の振動が得られにくく、判定が困難になる。

【０００６】また、従来の在席検出装置では、補助的乗

員拘束装置として  エアバッグ装置が取付けられている

自動車に使用した場合、たとえば人が前屈みになってい

るような、正規でない座りかたをしている場合も在席と

判定し、エアバッグ装置を動作させていたという問題が

あった。

【０００７】そこで、本発明の第１の目的は、座席上に

物がおかれても、人の着座と明確に区別して判定できる

在席検出装置を提供することにある。

【０００８】また、本発明の第２の目的は、座席上に子

供用補助シートがある場合でも、座席上の人の存在を確

実に検出できる在席検出装置を提供することにある。

【０００９】また、本発明の第３の目的は、補助的乗員

拘束装置の取付られた自動車に使用した場合、人が正規

でない座り方をして在席している場合に、それを検出し

て補助的乗員拘束装置の動作を制御することができる在

席検出装置を提供することにある。  また、本発明の第

４の目的は、座席上に人が着座した場合に、即座に在席

であると判定できる在席検出装置を提供することにあ

る。

【００１０】

【課題を解決するための手段】上記第１、第２の目的を

達成するために、本発明の在席検出装置は、座席の背面

に設けられた振動検出手段と、前記振動検出手段の出力

信号を処理する信号処理手段と、前記信号処理手段の出

力から前記座席上の人の有無を判定する判定手段とを備

えたものである。

【００１１】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定手段が信号処理手

段の出力が予め決められた着座信号閾値を越えた時間

が、予め決められた着座時間閾値以上連続した場合に、

人が座席に在席していると判定するものである。

【００１２】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定手段が信号処理手

段の出力が予め決められた離座信号閾値を下回った時間

が、予め決められた離座時間閾以上連続した場合に人が

座席に不在であると判定するものである。

【００１３】また、第３の目的を達成するために、本発

明の在席検出装置は、在席と判定した場合に補助的乗員

拘束装置の動作を許可する信号を出力するものである。

【００１４】また、上記第３の目的を達成するために、

本発明の在席検出装置は、不在と判定した時に補助的乗

員拘束装置の動作を不許可にする信号を出力するもので

ある。

【００１５】また、上記第１の目的を達成するために、

本発明の在席検出装置は、座席の座面に設けられた座面

振動検出手段と、前記座面振動検出手段の出力信号を処

理する座面信号処理手段と、前記座面の背面に設けられ

た背面振動検出手段と、前記背面振動検出手段の出力信

号を処理する背面信号処理手段と、前記座面信号処理手

段の出力と前記背面信号処理手段の出力とから前記座席

上の人の有無を判定する判定部とを備えたものである。
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(4) 特開平９－１２７２５８

【００１６】また、上記第１、第２、第４の目的を達成

するために、本発明の在席検出装置は、判定部が、座面

信号処理手段の出力が予め決められた座面着座信号閾値

を越え、かつ背面信号処理手段の出力が予め決められた

背面着座信号閾値を越えた場合、信号の持続時間にかか

わらず即座に、人が座席に在席していると判定するもの

である。

【００１７】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定部が、座面振動検

出手段の出力信号から座席上の人の有無を判定する座面

判定手段と、背面振動検出手段の出力信号から前記座席

上の人の有無を判定する背面判定手段とを備えたもので

ある。

【００１８】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定部が、座面判定手

段が人が座席に在席していると判定し、かつ、背面判定

手段が人が座席に在席していると判定した場合、人が前

記座席に在席していると判定するものである。

【００１９】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定部が、座面判定手

段が人が座席に在席していると判定し、かつ、背面判定

手段が人が座席に不在であると判定した場合、１回前の

判定をそのまま継続するように構成されたものである。

【００２０】また、上記第１の目的を達成するために、

本発明の在席検出装置は、判定部が、座面判定手段が人

が座席に不在であると判定し、かつ、背面判定手段が人

が前記座席に在席していると判定した状態が、あらかじ

め決められた異常時間閾値以上継続した場合、座面振動

検出手段かまたは座面信号処理手段のいずれかまたは両

方が異常であると判定するように構成されたものであ

る。

【００２１】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定部が、座面判定手

段が人が座席に在席してると判定し、かつ、背面判定手

段が人が前記座席に不在であると判定した場合、人が前

記座席に不在であると判定するように構成されたもので

ある。

【００２２】また、上記第２の目的を達成するために、

本発明の在席検出装置は、判定部が、座面判定手段が人

が座席に不在であると判定し、かつ、背面判定手段が人

が前記座席に在席していると判定した場合、人が前記座

席に子供用補助シートを使用して在席していると判定す

るように構成されたものである。

【００２３】また、上記第１、第２の目的を達成するた

めに、本発明の在席検出装置は、判定部が、座面判定手

段が人が座席に在席していると判定し、かつ、背面判定

手段が人が座席に不在であると判定した場合、人が座席

に正規でない座り方をして在席していると判定するよう

に構成されたものである。

【００２４】また上記第３の目的を達成するために、本

発明の在席検出装置は、在席と判定した場合に補助的乗

員拘束装置の動作を許可する信号を出力するように構成

されたものである。

【００２５】また上記第３の目的を達成するために、本

発明の在席検出装置は、不在と判定したときに補助的乗

員拘束装置の動作を不許可にする信号を出力するように

構成されたものである。

【００２６】また、上記第３の目的を達成するために、

本発明の在席検出装置は、人が座席に正規でない座り方

をして在席していると判定した場合に、補助的乗員拘束

装置へ人が座席に正規でない座り方をして在席している

ことを知らせる信号を出力するように構成されたもので

ある。

【００２７】本発明の在席検出装置は、請求項１記載の

構成により次のように作用する。

【００２８】すなわち人体が座席に着席すると、前記座

席の背面に設けられた振動検出手段に人体の振動が伝達

され、前記振動検出手段は伝達された振動の大きさに応

じて信号を発生する。この信号は信号処理手段に出力さ

れ、前記信号処理手段は、前記振動検出手段の出力を処

理して判定手段に出力し、前記判定手段は、前記信号処

理手段の出力に基づいて、前記座席上の人体の有無を判

定する。

【００２９】また、本発明の在席検出装置（請求項２）

は、人体が座席に着座すると、前記座席の背面に設けら

れた振動検出手段に人体の振動が伝達され、前記振動検

出手段は伝達された振動の大きさに応じて信号が発生す

るが、着座時には座席への着座動作により大きな信号が

着座動作時間中に連続して前記振動検出手段に伝達され

るため、出力信号もそれに応じて大きな信号が比較的長

時間出力される。この信号は信号処理手段に出力され、

前記信号処理手段は振動検出手段の出力を処理して判定

手段に出力し、前記判定手段は前記信号処理手段の出力

の大きさが着座信号閾値より大きくなる時間が、着座時

間閾値より長く連続した場合に、人が前記座席に在席し

ていると判定する。

【００３０】また、本発明の在席検出装置（請求項３）

は、人体が座席に着座すると前記座席の背面に設けられ

た振動検出手段に人体の振動が伝達され、前記振動検出

手段は伝達された振動の大きさに応じて信号を発生する

が、安静時では人体の心拍や呼吸による微振動が存在

し、前記振動検出手段は人体が前記背面にもたれている

限りこの微振動に応じた小さな出力を発生する。しか

し、人が離座すると一時的に大きな信号が発生するが、

その後は前記座席の振動源が存在しないため、前記振動

検出手段は信号を発生しなくなる。このような信号が信

号処理手段に出力され、前記信号処理手段は前記振動検

出手段の出力を処理して判定手段に出力し、前記判定手

段は前記信号処理手段の出力の大きさが離座信号閾値よ

り小さくなる時間が離座時間閾値より長く連続した場合
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(5) 特開平９－１２７２５８

に、人が前記座席に不在であると判定する。

【００３１】また、本発明の在席検出装置（請求項４）

は、人体が座席に着座すると、前記座席の背面に設けら

れた振動検出手段に人体の振動が伝達され、前記振動検

出手段は伝達された振動の大きさに応じて信号を発生す

る。この信号は、信号処理手段に出力され、前記信号処

理手段は前記振動検出手段の出力を処理して判定手段に

出力し、前記判定手段は、前記信号処理手段の出力に基

づいて、前記座席上の人体の有無を判定し、人が在席し

ていると判定したとき、補助的乗員拘束装置の動作を許

可する信号を出力する。

【００３２】また、本発明の在席検出装置（請求項５）

は、人体が座席に着座すると、前記座席の背面に設けら

れた振動検出手段に人体の振動が伝達され、前記振動検

出手段は、伝達された振動の大きさに応じて信号を発生

する。この信号は信号処理手段に出力され、前記信号処

理手段は前記振動検出手段の出力を処理して判定手段に

出力し、前記判定手段は前記信号処理手段の出力に基づ

いて前記座席上の人体の有無を判定し、人が不在である

と判定したとき、補助的乗員拘束装置の動作を不許可に

する信号を出力する。

【００３３】また、本発明の在席検出装置は、請求項６

記載の構成により次のように作用する。

【００３４】すなわち人体が座席に着座すると、前記座

席の座面に設けられた座面振動検出手段と背面に設けら

れた背面振動検出手段とに人体の振動が伝達され、前記

座面振動検出手段と背面振動検出手段とはそれぞれ伝達

された振動の大きさに応じて信号を発生する。これらの

信号のうち、座面振動検出手段の出力は座面信号処理手

段に出力され、座面信号処理手段は前記座面振動検出手

段の出力を処理して判定部に出力し、一方背面振動検出

手段の出力は背面信号処理手段に出力されて、前記背面

信号処理手段は前記背面振動検出手段の出力を処理して

前記判定部に出力する。前記判定部は前記座面信号処理

手段の出力と前記背面信号処理手段の出力とにもとづい

て、前記座席上の人体の有無を判定する。

【００３５】また、本発明の在席検出装置（請求項７）

は、人体が座席に着座すると、前記座席の座面に設けら

れた座面振動検出手段と背面に設けられた背面振動検出

手段とに人体の振動が伝達され、前記座面振動検出手段

と前記背面振動検出手段とはそれぞれ伝達された振動の

大きさに応じて信号を発生するが、着座時には前記座席

への着座動作により大きな振動が着座動作時間中連続し

て前記座面振動検出手段と前記背面振動検出手段との両

方に伝達されるため、両者の出力信号もそれに応じて大

きな信号が比較的長時間出力される。これらの信号のう

ち、前記座面振動検出手段の出力は座面信号処理手段に

出力され、前記座面信号処理手段は前記座面振動検出手

段の出力を処理して判定部に出力し、一方前記背面振動

検出手段の出力は背面信号処理手段に出力されて、前記

背面信号処理手段は前記背面振動検出手段の出力を処理

して前記判定部に出力する。前記判定部は、前記座面信

号処理手段の出力信号が座面着座信号閾値より大きく、

かつ前記背面信号処理手段の出力信号が背面着座信号閾

値より大きい場合には、前記座面信号処理手段、および

前記背面信号処理手段の出力信号の持続時間にかかわら

ず、即座に前記座席上に人が着座し在席していると判定

する。

【００３６】また、本発明の在席検出装置（請求項８）

は、人体が座席に着座すると、前記座席の座面に設けら

れた座面振動検出手段と背面に設けられた背面振動検出

手段とに人体の振動が伝達され、前記座面振動検出手段

と前記背面振動検出手段とはそれぞれ伝達された振動の

大きさに応じて信号を発生する。これらの信号のうち、

前記座面振動検出手段の出力は座面信号処理手段に出力

され、前記座面信号処理手段は、前記座面振動検出手段

の出力を処理して判定部に出力し、一方前記背面振動検

出手段の出力は背面信号処理手段に出力されて、前記背

面信号処理手段は前記背面振動検出手段の出力を処理し

て前記判定部に出力する。前記判定部は、座面判定手段

が前記座面信号処理手段の出力のみを用いて前記座席上

の人の有無を判定し、また背面判定手段が前記背面信号

処理手段の出力のみを用いて前記座席上の人の有無を確

定する。

【００３７】また本発明の在席検出装置（請求項９）

は、人体が座席に着座すると、前記座席の座面に設けら

れた座面振動検出手段と背面に設けられた背面振動検出

手段とに人体の振動が伝達され、前記座面振動検出手段

と前記背面振動検出手段とは、それぞれ伝達された振動

の大きさに応じて信号を発生する。これらの信号のう

ち、前記座面振動検出手段の出力は座面信号処理手段に

出力され、前記座面信号処理手段は前記座面振動検出手

段の出力を処理して判定部に出力し、一方前記背面振動

検出手段の出力は背面信号処理手段の出力を処理して前

記判定部に出力する。前記判定部は、座面判定手段が前

記座面信号処理手段の出力のみを用いて、前記座席上に

人が在席していると判定し、かつ、背面判定手段が、前

記背面信号処理手段の出力のみを用いて前記座席上に人

が在席していると判定した場合、前記座席上に人が在席

していると判定する。

【００３８】また、本発明の在席検出装置（請求項１

０）は、人体が座席に着座すると、前記座席の座面に設

けられた座面振動検出手段と背面に設けられた背面振動

検出手段とに人体の振動が伝達され、前記座面振動検出

手段と前記背面振動検出手段とは、それぞれ伝達された

振動の大きさに応じて信号を発生する。これらの信号の

うち、前記座面振動検出手段の出力は座面信号処理手段

に出力され、前記座面信号処理手段は前記座面振動検出

手段の出力を処理して判定部に出力し、一方前記背面振

動検出手段の出力は背面信号処理手段に出力されて、前
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